


































































































  （イ）V―V ： 呼ビ入レル，握リツブス，殴リ殺ス，ネジ伏セル，出迎エル，……
  （ロ）V―v ： 降リ始メル，呼ビカケル，思イ切ル，泣キ出ス，……
  （ハ）v―V ： サシ出ス，振リ向ク，打チ樹テル，引キ返ス，……





  （例） a．彼ハソノ虫ヲ箱カラツマミ出シタ。
 b．虎ガ檻カラ逃ゲ出シタ。
 c．赤ン坊ガ泣キダシタ。  （いずれも原文のまま）




























































    ① ……しそうになる。……し始める。「日も暮れかける」
    ② ……し始めてその途中にある。「読みかけた本」
 「B」
  1．はじめる（下一他）
  ① 物事を新たに行なう。今までの，していない状態から，する状態に移す。






  （1） ある所に支えとめる。①物を動かして端（と見られる部分）を他の物の面
や一点に（固定的に）とめる。





























   1）雪ガ降リハジメタ










   3）雪ガ降リダシタ



























   ほぼ同じ意に用いられるが，「―出す」は「考え出す，思い出す」のように，“事
柄の発生，形成” の意のある点，「―始める」と異なる。「―出す」は無の状態，
現れていない状態のものがおのずと顕在化し，動作・状態の変化として形をなす









































   7）桜の花が散りだした












































  ⑴ 連結・結合しているものを断つ。離す。
  ⑶ ②  （動詞の連用形について）はっきりけじめをつける，終える，果たす，尽
くすなどの意を表す。
  3．あげる（他下一）
  ⑴ そのもの全体または部分の位地を高くする。








   その時まで続けていた事を，しとげてやめる，すっかり済んで，または時期が
来て，しまいにする。
  2．きる［一］（五他）
  ① 一続きのものを（力を加えて）離れ離れにする。
  ② 物事にくぎりをつける。
   〈動詞連用形に付いて〉……し終える。「読みきる」。……するのをやめる。
































































  ペンキを塗る     糸を織る
  壁を塗る　→壁を塗りあげる   布を織る　→布を織りあげる








































   （4.の前項動詞は瞬間動詞）
「～あげる」 1．意志的行為に用いる
    「着物を縫いあげる」
2．事柄の完了意識が強い
    「一人で作りあげた」
1．完成品を伴う作業活動の完了
      「壁を塗りあげる」
2．作業活動の完了そのものに重点

























     （何も残っていない）
    2）この本は読みきった。
     （もう読むページがない）
    3）ペンキを使いきる。






     （売り上げ金がある）
    2）1日に5冊読みあげた。
     （読み終わった本がある）
    3）ペンキで壁を塗りあげる。










































































（23）Y. Tagashira　J. Hoﬀ（1986）『日本語複合動詞ハンドブック』The Hokuseido Press
